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　各分野における第一級の研究者を招聘して開催する経済研究センターの学術
企画は、経済学部における研究活動への組織的かつ継続的な取組として、学外
からも高い評価を得ている。2008年度には、世界的な経営学者である霍見芳浩
教授（ニューヨーク市立大学大学院）による講演会「サブプライム金融破綻と
米国経済動向」を７月１日に、さらに金澤史男教授（横浜国立大学経済学部＝
当時）・古賀友一郎局長（北九州市財政局）・保母武彦教授（島根大学名誉教授）
をパネリストにお招きし、西堀喜久夫教授（九州国際大学経済学部）のコー
ディネートによるシンポジウム「都市財政におけるグローバルとローカル」を
２月13日に、主要な企画としてそれぞれ開催することができた。本号は後者の
企画を内容とする特集号である。
　シンポジウム「都市財政におけるグローバルとローカル」は、グローバリ
ゼーション下の都市財政、財政再建の方法とその意味、地域安定化とコミュニ
ティ形成に果たす財政の役割という三つの視角から、とりわけ本学の位置する
北九州市の実態に即して、現代都市財政の諸問題を理論的かつ実証的に考察す
ることを意図した。より具体的には、グローバリゼーションに伴う地域的産業
構造の変化とその都市財政への影響、地域経済の動向・推移と財政基盤の変
化、財政の効率化、財政再建と歳出削減、産業活性化に基礎を置く財政再建、
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財政が有する地域インフラ整備・教育などの役割、コミュニティ形成に対する
作用をトータルに捉えた都市財政の把握、といった論点が当初より想定されて
いた。
　このような統一テーマのもとに、金澤史男教授による報告「グローバリゼー
ションと都市財政」は、日本の都市（特に地方都市）が1990年代以降において
多様な発展モデルを構築できなかった要因と背景について詳しく検討し、さら
にさまざまな制約条件のもとでの日本の都市の発展の可能性を展望している。
なかんずく1980年代型成長モデルの崩壊、テクノポリス型開発モデルの終焉、
1990年代における都市と地域の低迷、グローバリゼーション下の地域産業政策
とその問題点、新たな都市型発展の展望などの論点が具体的に考察された。
　続いて古賀友一郎財政局長による報告「地域再生と都市財政」では、とりわ
け北九州市財政とその再建の展望について具体的で詳細な考察が示され、財政
再建の理念と方法、財政破綻とその意味、北九州市の現状と財政再建への取組
などの論点が豊富なデータと文書資料に基づいて詳密に明らかにされた。
　さらに西堀喜久夫教授の報告「都市コミュニティと財政システム」では、新
著『現代都市政策と地方財政』（桜井書店、2008年）の内容を踏まえつつ、現
代の都市とその機能におけるコミュニティの重要性に着目し、コミュニティを
基礎とする行財政システムが形成されていないゆえにこそ日本におけるコミュ
ニティの脆弱と未成熟が発生しているという理解に基づいて、こうしたコミュ
ニティ・ベースの行財政システムの構築とそのあり方について理論的かつ実証
的な考察が展開された。
　概ね1980年代から現在に至る都市財政の諸問題に関する理論的かつ実証的な
以上の三つの報告を受けて行われたディスカッションでは、まず保母武彦教授
により、グローバル経済のなかでの都市財政再建、ローカル経済における都市
財政の固有な諸機能、都市のあり方とその理念の再構築の必要性、自治体と大
学の連携とその意義、の四つの点がコメントとして提起された。このコメント
に基づいて、市場経済の過剰な拡大とそれへの財政的対応、都市経営論の位置
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づけ、ソーシャルキャピタルとコミュニティの機能の明確化、北九州市財政の
再建理念と「北九州市経営プラン」の意義などをめぐって充実した討論と意見
交換が行われた。またフロアからも、地域再生を目指した財政と金融の機能の
一体化、地域的資金循環の構築の必要性、国家の機能を捉えた地域再生の枠組
作りといった論点が提出され、さらに深く立ち入った議論が展開された。
　以上のようなシンポジウムの全体を通じて現代都市財政とその理論的・実証
的諸問題について深い理解を共有し、学術的な成果としてだけでなく、政策的
な面においても、さらには北九州地域において本学が担うべき基幹的な役割と
いう観点からも、一定の意義を有する分析と提言が鋭く提示されたと思われ
る。実際、北九州市と近隣の自治体関係を中心に学外から幅広い参加者が得ら
れ、また数社の新聞社から取材を受けるなど、寄せられる社会的な関心の高さ
も明示されたといえるだろう。
　この特集ではパネリストの方々に当日の議論を踏まえてより一層充実した内
容でご見解と論点を提示していただくこととした。都市財政や地域経済の問題
に限らず、広く現代経済社会に関心を持つ多くの方々にお読みいただき、シン
ポジウムの趣旨をご理解いただくとともに、その意義を幅広く共有化できれば
と考えている。だが極めて残念なことに、金澤史男教授は2009年6月16日に大
動脈解離により急逝されたため、ご遺族のご了解をいただいたうえ、西堀教授
と西山が当日の報告録音を編集して収録している。併せて西堀教授による金澤
教授の追悼を兼ねたシンポジウムの緒論を以下に掲載しているので、もってそ
の壮大な研究成果を顧みつつ、教授を偲ぶよすがともしていただければ幸いで
ある。
　最後になったが、パネリストをご快諾いただき、貴重な報告とコメントを
賜った金澤史男教授、古賀友一郎局長、保母武彦教授に厚く御礼申し上げると
ともに、金澤教授のご冥福を心からお祈り申し上げる。またパネリストとして
だけでなく、この度の企画を立案され、コーディネータを務められた西堀喜久
夫教授、各種の準備作業を担当された経済学部の山口秋義学部主事と三笘利幸
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准教授、最後まで企画をご支援くださった高野利昭理事長、後藤勝喜学長、野
村政修経済学部長、数々のご協力を賜った法人総務室、大学総務室、学務事務
室スタッフに感謝申し上げる。
（2008年度経済研究センター運営委員）
